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地域を活性化 しながら

ボンニュー トラルの違威ヘ
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生駒市は、住宅地貧募モデルとして全国で初めて国

の脱炭素先行地域に選ばれました。自治体新電力 rtヽ

こま市民パワー」や「複合型 コミュニティ」の事業を

組み合わせて進める、市民参10型 脱炭素まちづ くりに

関するシンポジウムを開催 します。

□罰ヨ)7月 29日 (土)14:00～16:30 1器謡,300人
南コミュニティセンターせせらぎ

言者 富 (歌 氏 (京都大学 大学院経済学研究科・経済学部教授 )

自治体が主導するカーボンニュー トラルの意義こ1主宅都市 “生駒の可能性

話題提供・パネルディスカッシ∃ン

・小紫 雅史  (生駒市長)
脱炭素で鱚mmm麒睫嘲はどう変わるのか

・浦同 行治氏 (奈 良先端科学技術大学院大学 1鶴質創威科学領域 教授)
住宅都市を電源化する次世代・薄膜フィルム型盆鰊瞼蠍颯凩囃饉淵判爾Nヽ蜻

口東野 隼士氏 (T]グループホールディングス株式会社 代表取締役)
本質バイオマス発電所の竣工でエネルギー地産地消に貢献

・鐵東 貴和氏 (い こま市民パワー株式会社 代表取締役 )
いこま市民パワーの連構拡大の可能性

・山下 博史氏 (萩 の告住宅地自治会長 )

萩の台住宅地自治会の取組、今後の展開
E
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問い合せ 生駒市SDG s推進課 0743-フ4-1111
_                  鸞鰤
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場所

基調講演 参加費

無料

「再エネ」を最大限導入

1掟炭素先行地域は、こロヨロ年度

までに家庭の電力消費に伴 う

二酸化炭素排出の実質ゼ。な

どの要件の実現を、地域特性

に応じて目指す地域です。

ポイント①

2つ の自治会を中心に展庸|

貧募で選定した、ひかりが丘自

治会こ萩の台住宅地自治会 (合計

1■Ч5世帯)と 公共・民間己ヨ己施設
で取組を先行的に実施。対象地

城の拡大も予定しています。

電力以外の「省エネ」の取組も推進

フー ドドライブ拠点の1広大など

による食品 0ス削 i威や「置き配

ボックス」の普及促進による再

配達の「高止など、さまざまな観

点から取組を進めます。

ポイント③ポイント②
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